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高 知
県労連
高 知

県労連

　

中央郵便局前での様子

松本けんじ候補

コンセプト

キーワード

誰一人取り残さない県政

尾﨑県政の良い部分は継承

共感と前進

尾﨑県政を継承・発展

医療・健康

・公的病院の再編縮小計画に反対

・地域包括支援センター機能の強化

・国民健康保険料の見直し・介護保険料の軽減

を国に提言・県制度を検討

・労働者の処遇改善

・地域に合わせた医療提供体制

・地域包括ケアシステム

・持続可能な社会保障モデル

・あったかふれあいセンターの取り組み

・きめ細かい障害者支援

・在宅医療の充実

教育

・県版学力テスト廃止

・子どもに寄り添える、人員的余裕のある学校づ

くり

・教員を増やす

・給食費の無償化

・特別支援学校を拡充

・虐待、 非行、 いじめ対策

・「チーム学校」 構築

・貧困・不登校児、学力未定着児などへの切れ

目ない支援

・学校・家庭・地域の連携

・教職員の働き方改革

防災

・自治体のマンパワーの充実

・自主防災組織との連携強化・ソフト対策

・住宅の耐震化、

・浦戸湾の三重防護事業の推進

・原発再稼働に対する同意権を求める

・揺れ、 火災、 臨時情報対応のさらなる徹底

・医療救護対策などの幅広い展開

インフラ

・計画的なメンテナンスと老朽化対策

・特定財源創設を国へ提言

・地域公共交通の拡充

・四国８の字ネットワークなどの基幹インフラ

・河川改修、 港湾や海岸堤防の整備

・移動手段確保の推進

子育て支援

・子ども医療費助成の拡充

・妊産婦医療費助成の創設

・国保の子ども均等割りの減免制度の創設

・親の経済負担軽減

・世代ニーズに応えた施策

・男性育児休暇の取得環境整備

・独身者出会いの機会拡充

・高知版ネウボラ

・ファミリーサポートセンターの充実

・地域子育て支援推進

浜田せいじ候補

県知事選挙「徹底比較」企画
　
１
１
月
２
４
日
は
高
知
知

事
選
挙
と
高
知
市
長
選
挙

の
投
票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
市
民
と
野
党
の
統

一
候
補
と
な
っ
た
「
松
本
け

ん
じ
」候
補
の
闘
い
に
は
、
全

国
か
ら
注
目
が
集
め
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
岩
手
、
埼
玉
の

知
事
選
挙
に
続
き
市
民
と

野
党
の
共
同
候
補
を
誕
生

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
県
労
連

は
、
松
本
け
ん
じ
候
補
の
推

薦
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　「
自
公
」
対
「
野
党
統
一
」

の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
選
挙

で
す
。
両
候
補
者
の
政
策

や
各
組
織
が
行
っ
た
公
開
質

問
状
への
回
答
な
ど
を
参
考

に
、
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

　「
選
挙
に
行
こ
う
」の
呼
び

か
け
と
と
も
に
、
「
ど
ん
な

く
ら
し
、
ど
ん
な
政
治
を

求
め
る
の
か
」に
発
展
さ
せ
、

組
合
員
や
知
り
合
い
と
対

話
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。

【部内資料】
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松本けんじ候補

中山間地域

・中山間・奥山間地など地域地域で高齢者の生

活を支えている地域包括支援センターの機能を抜

本的に強化する

・集落活動センターの拡大

・鳥獣対策

文化・芸術

スポーツ

・親しむ機会の創出

・歴史文化の研究と活用

・気軽に楽しめる環境

・競技力向上対策の強化

ジェンダー
・ジェンダー平等の推進

・同性カップルのパートナーシップ条例

・女性のライフステージに応じた就労支援

環境
・気候変動問題への積極的な取り組み

・再生可能エネルギーの推進

労働

・一次産業や福祉現場の処遇改善

・最低賃金を時給１０００円 （社会保険料の事業

主負担の軽減）

・正規雇用を増やす

・建設業の活性化

安全

・米軍機の低空飛行訓練の中止要求

・憲法違反の集団的自衛権を容認した安保関連

法制の廃止

・専守防衛に徹する現実的で責任のある安全保

障政策を国に要求

・地域循環型経済にする

・一次産業への支援

・中小企業支援

・社会保障分野で働く人の処遇改善で経済の土

台をつくる

・地産地消の再生可能エネルギーで地域の雇用

創出

・県発注事業の時給は１０００円以上に

浜田せいじ候補

経済

・関西圏の活性化 （大阪万博・ＩＲ誘致） を呼び

込む

・県外や海外とのネットワークを構築

・関西圏への展開

・デジタル技術と地場産業の融合

・中山間地域を意識した取り組み

・移住促進

推薦してい

る政党など

立憲民主党、 国民民主党、 日本共産党、 社民

党、新社会党、広田一（衆議院議員）、高知憲

法アクション

自民党、 公明党、 尾﨑正直 （高知県知事）

県知事選挙「徹底比較」企画



(3)２０１９年１１月1５日　　　 　 　　　高　知　県　労　連　　　　　　　　   　№２２６（選挙号外）

　

　

【松本けんじ候補への質問】

日本の核兵器禁止条約への批

准について、考え方をお聞かせ

ください。

批准に賛成

人類と核兵器は共存できません。 被爆国として、 核兵器

禁止条約の発効にむけ、イニシアチブを発揮すべきです。

米軍機によるオレンジルートの低

空飛行について、考えをお聞か

せください。

高知県は４度の墜落事故を経験しており、一歩間違えれば

大惨事になっていました。日米地位協定を抜本改定し、禁

止すべきです。

県経済や農業への影響を考えた

際、 日米FTAやTPP11、 日欧

EPAについてどうお考えですか。

低空飛行に反対

一次産業は、県の基幹産業ですし、食料主権を守ること

は国の責務です。さらに公的医療の解体、公共調達開放

による建設業への打撃など、地域の暮らしを破壊するから

です。

公契約条例の制定についてのお

考えをお聞かせください。

反対

増え続ける働く貧困層の解決は日本社会の重要課題です。

労働者の暮らしを守ることは公的サービスの質と安定性確

保、地域経済にとっても重要です。

小規模企業振興条例の制定につ

いてのお考えをお聞かせくださ

い。

制定に賛成

賛成

値上がりを続ける国保料の抑制

とそのやり方についてお考えをお

聞かせください。

高知県の事業所の圧倒的多数は中小・零細事業所です。

その声を反映し、政策に活かすとともに、予算の根拠とな

る条例は、策定過程からの当事者参加を重視します。

抑制に賛成

保育無償化に対し、 県として給

食費も含めた無償化実施につい

てお考えをお聞かせください。

地方団体が要望している公費１兆円投入を国に強く求めま

す。 負担軽減をめざし、 まず子どもの数が多いほど負担

が増える仕組みの改善へ、県として減免制度を作ります。

これまで保育料に含まれていた副食費を別途徴収するの

は、 子育て支援に逆行、 保育所に余計な仕事を押し付

け、 保育士不足を加速するもので、 無償にすべきです。

子どもの医療費助成制度を県独

自で対象年齢を引き上げることに

ついてお考えをお聞かせくださ

い。

公的病院の再編成についてどう

お考えですか。

無償化支援に

　　　賛成

引き上げに賛成

再編成に反対

県の助成制度はこの間前進していません。 県の助成増

で、 高知市の中学生の医療費無償化を後押しするととも

に、 他の市町村では、 その予算で、 他の子育て支援の

前進につなげます。

※浜田候補にも質問状を出しましたが、回答が間に合わないとのことでした。

医療費抑制を口実に、地域の実情を無視して、一律的に

病床削減を押し付ける国のやり方は反対です。公立病院

再編もその一環です。医療体制は、安心して暮らせ、子

どもを生み育てることができる地域づくりを基本に議論される

べきです。

設問 回答 理由
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル[

高

知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い

ま
す]

）
締
め
切
り
は
１
２
月

６
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

クロスワードパズル 前
号
の
謝
罪

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
２
５
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
シ
ョ
ク
ヨ
ク
」

で
し
た
。
当
選
者
は
左
の
通
り
で

す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て
お

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

酒
井 

　

弘 

　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

野
口　

正
晃　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

岩
目　

芳
純　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

【ヨコのカギ】

①目立った才能がある人。 ――、 才に倒る　③小柄。 お

――さん　⑤悲劇的な結末　⑦コバンイタダキともいう　⑨酔っ

て――をまく　⑩強い――を持ち成し遂げる　⑫旧名は豊後　

⑭ベル　⑮水族館の芸達者動物

【タテのカギ】①最新の対

②師範に代わって教える

人　③名高い、 有名　④

魚籠。何と読む　⑥気取

り屋。――な奴　⑧ジェッ

ト機の――がうるさい　⑪

夏のはじめ　⑫――の中

のライオン　⑬腐っても

――

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

　　

ミ
ス
リ
ー
ド
に
惑
わ
さ
れ
な
い

　
１
１
月
７
日
に
高
知
県
知
事
選
挙
が
告
示
さ
れ
、
高
知
県
の
未
来
を
担
う
大

切
な
選
挙
が
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
と
野
党
の
統
一
候
補
の
誕
生
に
、
相

手
陣
営
も
必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
で
は
、
事
実
と
異
な
る
よ
う
な
ミ
ス

リ
ー
ド
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
相
手
陣
営
の
攻
撃
に
惑
わ
さ
れ
な
い
「
目
」
を

持
ち
、
市
民
と
野
党
の
共
同
で
、
要
求
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

争
点
を
見
極
め
る
「
目
」
を
持
つ

争
点
は
継
続
か
中
断
？

　
尾
﨑
知
事
は
、
会
見
で「
今
回
の
知

事
選
挙
の
争
点
は
、
産
業
振
興
計
画

や
南
海
ト
ラ
フ
の
防
災
対
策
な
ど
を

継
続
し
て
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と

も
中
断
す
る
の
か
」
と
誤
っ
た
争
点
を

県
民
へ提
示
し
て
い
ま
す
。
両
候
補
の

政
策
を
見
て
も
、
ど
ち
ら
も
「
尾
﨑

県
政
の
継
承
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
松

本
け
ん
じ
候
補
は
、「
産
業
振
興
計
画

や
防
災
対
策
な
ど
の
良
い
部
分
は
残

し
、
手
の
届
い
て
い
な
い
部
分
を
発
展

さ
せ
る
」
と
し
て
お
り
、
対
す
る
浜
田

せ
い
じ
候
補
も「
尾
﨑
県
政
を
継
承
し

発
展
さ
せ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
浜
田
せ
い
じ
候
補
は
、
街
頭
演
説
で

も
「
産
業
振
興
計
画
を
継
続
し
て
い

く
の
か
、
そ
れ
を
止
め
て
ゼ
ロ
に
す
る

の
か
」と
、
明
ら
か
に
悪
意
の
あ
る「
ミ

ス
リ
ー
ド
（人
を
間
違
っ
た
方
向
に
導

く
こ
と
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

松
本
け
ん
じ
候
補
は
若
す
ぎ
る
？

　
松
本
け
ん
じ
候
補
の
年
齢
は
３
５
歳

で
、
対
立
候
補
の
浜
田
せ
い
じ
候
補
は

５
５
歳
で
す
。
尾
﨑
知
事
が
知
事
に

初
当
選
し
た
の
が
４
０
歳
で
す
の
で
、

そ
れ
と
比
較
し
て
も
確
か
に
若
い
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
高
知
県
政
は
１
人
で
担
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
県
民

一
人
一
人
が
県
政
へ参
加
し
、
そ
の
方

向
性
を
決
め
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
れ

に
加
え
、
経
験
豊
か
な
３
０
０
０
人
以

上
の
県
職
員
が
県
政
を
支
え
て
い
ま

す
。

行
政
経
験
が
な
け
ら
ば
い
け
な
い
？

　
相
手
陣
営
は
、
松
本
け
ん
じ
候
補
に

行
政
経
験
が
な
い
こ
と
へも
攻
撃
を
加

え
て
い
ま
す
。
「
県
職
員
を
束
ね
て
い

け
る
の
か
」と
指
摘
し
、
島
根
県
総
務

部
長
や
総
務
省
自
治
財
政
局
地
域
企

業
経
営
企
画
室
長
、
大
阪
府
副
知
事

な
ど
を
経
験
し
た
浜
田
候
補
と
の
差

別
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
浜
田
候
補
が
行
政
時
代
に

行
っ
た
こ
と
は
、
小
泉
政
権
下
で
の

「
三
位
一
体
改
革
」
の
忠
実
な
遂
行
、

公
的
病
院
の
再
編
縮
小
、
大
阪
で
の

Ｉ
Ｒ

（カ
ジ
ノ
）
の
推
進
で
す
。
い
く

ら
行
政
経
験
が
あ
ろ
う
と
も
、
住
民

の
生
活
を
顧
み
ず
、
国
の
施
策

（悪

政
）
を
粛
々
と
遂
行
し
て
い
く
よ
う
で

は
、
県
民
に
寄
り
添
う
政
治
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
が
行
っ
た

公
開
質
問
（３
面
に
掲
載
）
に
対
し
、

浜
田
せ
い
じ
陣
営
は
、「
広
報
が
バ
タ
バ

タ
し
て
間
に
合
わ
な
い
。
知
事
に
な
っ

た
際
に
は
、
勉
強
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
県
が

抱
え
る
課
題
への
政
策
を
現
時
点
で
は

持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
当
の
争
点
は
何
か

　
今
回
の
選
挙
の
本
当
の
争
点
は
、

「
年
齢
」
や
「
行
政
経
験
」
で
は
な
く

「
誰
に
立
脚
す
る
の
か
」
で
す
。
県
民

の
立
場
に
立
ち
切
れ
る
知
事
を
選
べ
る

の
か
が
本
当
の
争
点
で
す
。

　
県
政
と
国
政
は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
県
民
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
政
へモ

ノ
が
言
え
る
知
事
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

松
本
候
補
と
浜
田
候
補
の
違
い

　
松
本
け
ん
じ
候
補
は
一
貫
し
て「
県

民
の
立
場
で
国
へ
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ

と
言
う
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
、
浜
田
せ
い
じ
候
補
は
会
見
で

も
「
国
が
責
任
を
持
っ
て
決
め
た
こ
と

に
は
敬
意
を
払
う
べ
き
」
と
し
て
い
ま

す
。


